
⑴ 2026年３月10日 2026年３月号（第720号）一人は万人のために、万人は一人のために

－はるな生協の現況－
（2026年２月26日現在）

組合員数	 19,728人
出資総額	 200,200円
一人平均出資額	 19,783円

電話 027（388）0011 ３ 月 号
組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
本
部
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
本
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

　

高
市
首
相
は

「
中
国
が
台
湾

に
武
力
攻
撃
し

た
ら
自
衛
隊
を

差
し
向
け
る
」

と
い
う
台
湾
有
事
発
言
を

撤
回
せ
ず
中
国
と
の
緊
張

を
高
め
た
ま
ま
だ
。
自
衛

隊
員
が
命
の
危
険
に
晒
さ

れ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い

る
。
２
０
２
６
年
度
当
初

予
算
で
防
衛
費
は
過
去
最

大
の
８
・
８
兆
円
越
え
だ
。

高
市
首
相
及
び
改
憲
勢
力

の
政
治
家
た
ち
は
日
本
を

軍
事
専
制
国
家
に
す
る
つ

も
り
だ
。
自
衛
隊
員
は
不

足
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

か
ら
大
量
に
買
わ
さ
れ
て

い
る
高
額
な
通
常
兵
器
を

使
い
こ
な
せ
な
い
。
だ
か

ら
核
兵
器
が
必
要
だ
と
い

う
気
運
を
国
内
に
醸
成
し

た
い
。
そ
の
前
に
中
国
脅

威
を
煽
り
、
大
金
を
注
ぎ

込
ん
で
ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ

な
ど
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
総

動
員
し
て
改
憲
が
必
要
と

い
う
気
運
の
醸
成
を
図
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
一
気
に

９
条
は
無
く
な
り
、
自
衛

隊
は
外
国
で
ア
メ
リ
カ
の

代
わ
り
に
戦
争
が
で
き
る

軍
隊
へ
と
変
貌
す
る
。
そ

し
て
日
本
も
ま
た
、
個
人

の
権
利
が
制
約
さ
れ
た
軍

事
専
制
国
家
へ
と
変
わ
る

の
だ
。
彼
ら
は
国
民
と
メ

デ
ィ
ア
を
監
視
す
る
た
め

に
治
安
維
持
法
と
同
じ
ス

パ
イ
防
止
法
を
制
定
し
国

家
情
報
局
を
作
る
。
軍
事

専
制
国
家
は
独
裁
政
治
と

戦
争
に
反
対
す
る
メ
デ
ィ

ア
や
国
民
が
気
に
入
ら
な

い
。
メ
デ
ィ
ア
を
黙
ら
せ
、

う
る
さ
い
国
民
は
監
獄
に

閉
じ
込
め
て
永
久
に
出
し

た
く
な
い
。
そ
の
た
め
に

憲
兵
隊
と
特
高
警
察
を

作
っ
て
取
り
締
ま
る
。
良

識
あ
る
国
民
は
そ
ん
な
こ

と
は
許
せ
な
い
と
思
う
は

ず
だ
。
時
間
は
無
い
、
と

私
は
思
う
。�

（
Ｎ
ｏ
ｂ
）

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

仲
間
増
や
し
・
出
資
増
や
し
の

仲
間
増
や
し
・
出
資
増
や
し
の

年
間
目
標
め
ざ
し
て

年
間
目
標
め
ざ
し
て

３
月
は
年
度
末
月
間
で
す

　

は
る
な
生
協
で
は
組
合
員

が
３
人
集
ま
れ
ば
班
会
が
開

け
ま
す
。
班
会
で
は
健
康
体

操
に
取
り
組
ん
だ
り
、
趣
味

の
活
動
を
し
た
り
、
身
近
な

話
題
を
話
し
合
う
な
ど
様
々

で
す
が
、
共
通
し
て
い
る
の

は
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で

す
。
班
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
が
で

き
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
で

参
加
者
に
笑
顔
が
広
が
り
、

仲
間
ふ
や
し
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

は
る
な
生
協
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
緑

十
字
を
活
用
し
て
、
様
々
な

企
画
に
お
知
り
合
い
を
お
誘

い
く
だ
さ
い
。
緑
十
字
を
ご

近
所
数
軒
で
い
い
の
で
配
っ

て
い
た
だ
く
配
達
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

　

笑
い
ヨ
ガ
班
は
、
第
１
・

第
３
土
曜
日
午
前
に
ふ
れ
あ

い
会
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
（
笑
い
ヨ

ガ
）
と
は
、「
笑
い
」
と
「
腹

式
呼
吸
」
を
組
み
合
わ
せ
た

　

３
月
は
年
度
末
月
間
で
す
。
１
月
21
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
支
部
代
表
者
会

議
で
仲
間
増
や
し
出
資
金
増
や
し
の
年
間
目
標
達
成
に
向
け
て
４
つ
の
取
り
組

み
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
仲
間
増
や
し
出
資
金
増
や
し
の
年
間
目
標
を
や

り
き
る
、
②
は
る
な
生
協
の
活
動
に
参
加
す
る
地
域
組
合
員
を
増
や
す
、
③
職

員
組
合
員
の
組
合
員
活
動
へ
の
参
加
を
増
や
す
、
④
緑
十
字
の
配
布
率
を
高
め

よ
う
、
の
４
点
で
す
。

笑
い
ヨ
ガ
班

笑
い
ヨ
ガ
班

企
画
い
ろ
い
ろ

企
画
い
ろ
い
ろ

と
も
し
び
班
会

と
も
し
び
班
会

高
南
支
部

高
南
支
部

お
散
歩
の
会

お
散
歩
の
会

有
酸
素
運
動
。「
笑
い
は
最

良
の
薬
」
で
副
作
用
が
あ
り

ま
せ
ん
。
笑
い
が
健
康
に
も

た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
免

疫
系
の
強
化
、
②
抗
ス
ト
レ

ス
効
果
、
③
優
れ
た
有
酸
素

運
動
効
果
（
１
分
間
の
大
笑

い
が
10
分
間
の
ボ
ー
ト
漕
ぎ

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
匹
敵
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
）、
④
血

液
循
環
の
促
進
（
体
内
に
た

　

３
月
か
ら
４
月
に
企
画
を

予
定
し
て
い
る
支
部
は
、
倉

賀
野
支
部
（
配
達
者
さ
ん
の

慰
労
会
、
お
出
か
け
支
部
総

会
）、
塚
沢
支
部
（
４
月
に

健
康
チ
ェ
ッ
ク
）、
第
五
支

部
（
４
月
に
健
康
チ
ェ
ッ

ク
）、
第
六
支
部
（
お
出
か

け
総
会
）中
居
第
二
支
部（
３

　

と
て
も
暖
か
く
ゆ
る
や
か

な
時
間
が
流
れ
て
い
る
「
と

も
し
び
班
会
」
は
、
毎
月
第

３
水
曜
日
午
前
に
組
合
員
ふ

れ
あ
い
会
館
で“
う
た
ご
え
”

　

ち
ょ
っ
と
薄
曇
り
の
２
月

20
日
に
群
馬
の
森
周
辺
を
５

ｋ
ｍ
ほ
ど
歩
い
て
き
ま
し

た
。
最
初
に
旧
３
５
４
号
線

の
北
門
か
ら
井
野
川
沿
い
に

広
が
る
梅
林
公
園
に
行
き
、

咲
き
誇
る
梅
の
香
り
に
春
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
少
し

春
め
い
た
群
馬
の
森
内
を
通

り
抜
け
、
西
門
か
ら
粕
川
沿

い
を
岩
鼻
小
下
へ
進
み
、
岩

鼻
郵
便
局
、
観
音
山
古
墳
、

武
蔵
野
工
場
の
南
側
を
歩

き
、
群
馬
の
森
北
門
付
近
に

戻
り
ま
し
た
。
肌
寒
い
日
で

し
た
が
所
々
で
梅
の
香
り
が

漂
い
、
水
仙
や
、
パ
ン
ジ
ー

な
ど
春
の
兆
し
を
見
つ
け
て

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
帰
り
際

に
は
高
崎
松
風
園
内
の
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
で
美
味
し
い
珈
琲

を
味
わ
い
疲
れ
を
癒
し
ま
し

た
。
今
回
は
い
つ
も
よ
り
少

な
い
５
人
が
参
加
で
し
た
。

昨年10月の生協コーナーの様子

ま
っ
た
老
廃
物
が
除
去
さ
れ

血
行
が
よ
く
な
る
）
で
す
。

　

笑
い
に
は
脳
を
活
性
化

し
、
創
造
を
高
め
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
笑
い
ヨ
ガ
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
組
合
員
活
動

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
公
　
告
】

役
員
定
数
、
推
薦
委
員
及
び
役
員
立
候
補
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　
第
七
四
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、次
期
役
員
の
選
任
を
行
い
ま
す
。つ
い
て
は
、

役
員
選
任
規
約
に
も
と
づ
き
、
左
記
の
と
お
り
選
任
区
及
び
定
数
を
定
め
る
と
と

も
に
、
推
薦
委
員
を
指
名
し
ま
し
た
。

　
役
員
に
立
候
補
さ
れ
る
方
は
、
本
年
四
月
十
一
日
ま
で
に
推
薦
委
員
又
は
組
合

員
活
動
部
（
電
話
三
二
三
－
二
七
六
二
）
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

区

支
部

推
薦
委
員
（
敬
称
略
）

定
数

理事

地　域　区

第
一
、第
二
、第
三
、六
郷
、第
五
、

第
六
、
長
野
、
乗
附
、
石
原
、

片
岡
・
八
千
代
、
佐
野
、
南
八
幡
、

群
馬
町
、
榛
名
町
、
箕
郷
町
、

安
中
、
倉
賀
野
、
高
南
、
矢
中
、

中
居
第
一
、中
居
第
二
、上
中
居
、

高
関
、
大
類
、
江
木
、
塚
沢
、

藤
岡
、
吉
井
町
、
甘
楽
・
富
岡
、

玉
村

委
員
長

　

（
大
類
支
部
）

委
　
員

　

（
乗
附
支
部
）

　

（
石
原
支
部
）

　

（
江
木
支
部
）

15

全
体
区

理
事
会

10

合
計

25

監事

全
体
区

理
事
会

5

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
六
年
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
な
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
鈴
木
　
　
隆

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
歌
の
リ
ク
エ
ス
ト

が
さ
れ
た
り
、
そ
の
季
節
に

合
っ
た
歌
を
歌
っ
て
い
ま

す
。

月
中
に
地
域
訪
問
を
計
画
）、

大
類
支
部
（
訪
問
行
動
）
な

ど
で
す
。

　

高
崎
中
央
病
院
で
は
、
10

月
の
生
協
強
化
月
間
と
同
様

に
外
来
待
合
に
生
協
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
、
患
者
さ

ん
に
声
掛
け
を
す
る
予
定
で

す
。
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看
護
小
規
模
多
機
能
つ
む

ぎ
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ほ
ほ
え
み
を
併
設
し

て
い
ま
す
。

　

訪
問
看
護
師
が
24
時
間
対

応
し
て
い
る
た
め
、
医
療
依

存
度
の
高
い
方
や
最
期
は
自

宅（
つ
む
ぎ
）で
と
の
想
い
を
、

常
勤
看
護
師
７
人
・
非
常
勤

看
護
師
４
人
で
月
１
０
０
０

件
を
超
え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

で
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
訪
問
看
護
師
と
つ
む
ぎ
ス

タ
ッ
フ
が
協
働
し
看
取
っ
た

１
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
30
歳
代
で
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）

難
病
を
発
症
。
夫
婦
２
人
世

帯
で
夫
が
仕
事
を
し
な
が
ら

介
護
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

50
歳
か
ら
訪
問
看
護
が
開
始

さ
れ
協
働
し
な
が
ら
在
宅
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
夫
に
進
行
性
胃
が
ん

が
判
明
し
て
介
護
困
難
と
な

り
、
Ａ
さ
ん
は
つ
む
ぎ
の
泊

り
サ
ー
ビ
ス
利
用
と
な
り
ま

し
た
。
夫
は
自
宅
で
訪
問
診

療
・
看
護
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
病
状
の
進
行
に
よ
り
一

人
暮
ら
し
が
困
難
と
な
り
、

"
最
期
は
Ａ
さ
ん
と
一
緒
が

い
い
"
と
つ
む
ぎ
の
泊
り

サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
お
互
い
を
気
に
か
け
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
療
養
で
き
る

環
境
を
整
え
、
面
会
制
限
が

な
い
の
で
、
２
人
の
息
子
さ

ん
達
が
仕
事
帰
り
に
面
会
に

来
て
大
切
な
時
間
を
家
族
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
Ａ
さ
ん
は
車
椅
子
に

乗
っ
て
夫
に
会
い
に
行
き
、

２
人
笑
顔
で
過
ご
す
中
で
夫

の
病
状
の
進
行
を
受
け
止
め

て
い
ま
し
た
。
写
真
の
２
日

後
、
夫
は
妻
と
息
子
さ
ん
達

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
永
眠
さ

れ
、
Ａ
さ
ん
は
６
か
月
後
に

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
事
業
所
の
現
場
か
ら

看
護
小
規
模
多
機
能
つ
む
ぎ
・

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
ほ
え
み

～奨学生を募集しています～～奨学生を募集しています～

〈お問い合わせ先〉
はるな生活協同組合　高崎中央病院　電話：027-323-2665（代）
医学科：事務長　小池（e-mail:igakusei@harunacoop.or.jp）
看護学科：看護部長　上田（e-mail:t-fucho@harunacoop.or.jp）
介護関係：介護事業部長　羽鳥（e-mail:nbdd@harunacoop.or.jp）
　　　　　　　　　　電話（介護事業部直通）：027-323-2664

〈奨学金制度の概要〉
　私たちの医療理念（医療福祉宣言・綱領）に共感し、将来私たち
と一緒に地域の医療を担っていこうという意思のある学生さんに対
して、修学の一助として奨学金の貸与を行っています。

〈奨学生活動〉
　月に一度、奨学生が自分たちの学びたいことを出し合って学習し
たり、医療・介護の現場で実地体験を行うなど様々な活動を行います。

〈奨学金の額〉
　医学科　　１～３年　50,000円／月
　　　　　　４～６年　60,000円／月
　看護学科　１～４年　40,000円／月
　介護関係　１～４年　40,000円／月
○ 群馬県の修学資金制度をはじめ、他の奨学金制度を利用している

方も応募できます。
○奨学金は無利子です。
○卒業後、一定期間勤務することによ
　り、奨学金の返還が免除されます。

送迎サービス・シャトルカーのご案内送迎サービス・シャトルカーのご案内
　高崎中央病院・通町診療所・はるな生協歯科診療所では、定期通院のため
の交通手段にお困りの方（組合員）を対象に個別にご自宅まで送迎します。
　ご利用には一定の条件がありますので、詳しくは各事業所の窓口へお問い
合わせください。

　・高崎中央病院　　　　【電話】027-323-2665
　・通町診療所　　　　　【電話】027-322-6534
　・はるな生協歯科診療所【電話】027-388-0022

　シャトルカーは、高崎中央病院～高崎駅西口～通町診療所の３ヶ所を経由
して運行しております。無料でご利用できますので、是非ご活用ください。（定
員６人）
　高崎駅西口では、モントレー側の障害
者用乗降場に停車します。ご利用希望の
際は、運転手へお声かけください。
※ハートのロゴマークが目印です。
※第２土曜日は、運行休止しています。

日　　程：2026年５月29日（金）
集　　合：高崎中央病院		東側駐車場（歯科診療所の南側に停めて下さい）
見学箇所：広野町～双葉町～浪江町など
定　　員：30人（先着順）
　　　　　＊大型バスで行きます。職員も15人程度参加予定です。
　　　　　　集合時間や参加費等、詳しくは４月号でお知らせします。
【お問い合わせ】
組合員活動部・宮原　電話：027-323-2762

福島被災地見学 参加者募集のお知らせ

　モルックとは、「チームに分かれて、決められた場所から交互に木

の棒を投げて、数字の書かれたピンを倒す」フィンランド発祥の高

齢者から子どもまで誰でも楽しめるスポーツです。

　参加希望の方は直接、組合員ふれあい会館へお越しください。

日にち：2026年３月26日（木）
時　間：13時00分～15時00分
会　場：組合員ふれあい会館
参加費：無料
服　装：動きやすい服装でご参加ください。
問い合わせ：組合員活動部　宮原　☎027-323-2762

モルック体験会

☆ 第５回はコアラ薬局薬剤師の石立さんをお呼びして、保険
適応外（自費）になる可能性のあるお薬についてお話しい
ただく予定です。
☆ 血管年齢の測定器を用いて、ご自身の血管年齢を測定して
いただく体験もご用意する予定です。※注射ではないため、
痛みはありません。

【開催日】　第５回は３／18（水）
（奇数月第３水曜日）

【次回予定】第６回は５／20（水）
予定です。

【時間】14：00～15：30
【場所】通町診療所　待合室
　 　　申し込み不要、無料
　 　　※ 開催日については変更になる可能

性があります。
【問い合わせ先】
通町診療所　☎027-322-6534
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無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所
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〈
中
居
町　

佐
藤　
　

麦
〉

　

も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
ー
。

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
歌
を
つ

い
口
ず
さ
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
い
い
季
節
な
の
に
短
す

ぎ
ま
す
‼
春
も
強
風
な
ん
で

す
よ
ね
…
。

〈
倉
賀
野
町　

砂
川　

直
久
〉

　

五
年
前
に
、
突
然
死
の
危

険
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
ペ
ー

ス
・
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
て
か

ら
冬
は
つ
ら
い
。
ク
イ
ズ
の

答
え
で
は
な
い
が
春
が
待
ち

ど
お
し
い
。

〈
倉
賀
野
町　

堰
塚
み
や
子
〉

　

昨
年
地
域
の
人
の
家
が
災

難
に
あ
い
ま
し
た
。
翌
朝
す

ぐ
食
べ
ら
れ
る
か
ら
と
カ
ッ

プ
メ
ン
、
バ
ナ
ナ
、
ゆ
で
た

ま
ご
、
干
し
芋
を
そ
の
方
に

届
け
に
き
た
人
が
い
ま
し

た
。
敏
速
に
動
き
気
配
り
の

で
き
る
人
で
、
年
下
で
す
が

私
が
尊
敬
し
て
い
る
人
で
も

あ
り
ま
す
。

〈
貝
沢
町　

鈴
木
ヒ
ロ
ミ
〉

　

平
和
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
一
色
、
世
界
の
平
和
が
本

当
に
お
と
ず
れ
る
事
を
祈
り

ま
す
。

【
俳
句
・
川
柳
】

貫
前
の
鬼
門
の
末
社
寒
に
耐
ゆ	

一
生

カ
タ
ク
リ
に
妖
精
の
舞
い
重
ね
け
り	

乗
附
町　

関
谷　

治
行

春
立
ち
て
鯉
の
寄
り
く
る
御
殿
池	

双
葉
町　

須
賀　

宏
江

梅
の
花
天
満
宮
に
絵
馬
な
ら
び	

倉
賀
野
町　

堰
塚
み
や
子

園
庭
の
子
ら
の
声
響
く
春
隣
り	

下
小
塙
町　

佐
藤　

昌
美

と
ま
ど
い
し
日
々
の
予
報
の
花
と
雪	

江
木
町　

五
十
嵐
陽
子

い
つ
の
ま
に
手
す
り
た
よ
り
に
お
り
て
い
た	

柴
崎
町　

鳥
羽　

琴
永

せ
せ
ら
ぎ
に
合
は
せ
る
如
く
初
音
か
な	

東
貝
沢
町　

中
西　

好
江

【
短
歌
】

高
市
さ
ん
台
湾
有
事
の
発
言
で

　
　
　
　

メ
タ
ル
入
ら
ず
ど
う
な
る
日
本	

藤
塚
町　

吉
田　

精
二

流
さ
れ
て
話
な
せ
ぬ
我
が
身
た
ど
り
つ
く

　
　
　
　

友
に
囲
ま
る
安
住
の
地	

貝
沢
町　

鈴
木
ヒ
ロ
ミ

朝
霧
や
川
沿
い
の
道
収
集
車

　
　
　
　

今
日
も
見
送
る
感
謝
の
私	

井
野
町　

森
田　

成
子

球
春
に
メ
ジ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
も
Ｗ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　

新
た
な
感
動
呼
ぶ
白
球	

中
居
町　

佐
藤　

正
裕

あ
の
世
に
は
三さ

ん

途ず

の
川
が
あ
る
と
云
う

　
　
　
　

迎
え
に
行
っ
て
夫つ

ま

よ
義お
と
う
と弟

を	

藤
岡
市　

野
村
美
佐
江

　
　
　
　
　
　
（
昨
年
十
一
月
旅
立
つ
）

孫
と
行
く
戸
隠
神
社
の
大
杉
に

　
　
　
　

触
れ
て
家
族
の
健
康
祈
る	

下
之
城
町　

菊
池　

弘
美

新
政
権
憲
法
改
正
か
ゝ
げ
て
る

　
　
　
　

期
待
外は

づ

れ
に
び
っ
く
り
が
っ
く
り	
吉
井
町　

中
重　

仁
子

（
掲
載
は
到
着
順
で
す
）

【
応
募
要
領
】

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
左
記
に
お
送
り
下
さ

い
。
抽
選
で
10
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま

す
。
ま
た
、「
お
便
り
」コ
ー

ナ
ー
ま
で
、
あ
な
た
の
近

況
、
ご
意
見
、
そ
の
他
、

一
言
添
え
て
下
さ
い
。

【
宛
先
】

〒
３
７
０
︲
０
０
４
３

高
崎
市
高
関
町
498
の
1

は
る
な
生
協

緑
十
字
編
集
委
員
会

３
月
31
日（
火
）必
着
の
こ
と
。

２
月
の
正
解
は

で
し
た
。

【
２
月
当
選
者
】

左
記
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

芹
澤　
　

和
（
箕
郷
町
）

上
原　

靜
子
（
沖
町
）

関
口　

悦
子
（
城
山
町
）

須
藤
小
百
合
（
根
小
屋
町
）

鈴
木
ヒ
ロ
ミ
（
貝
沢
町
）

大
谷　

一
平
（
江
木
町
）

小
針　

晴
子
（
上
中
居
町
）

萩
原　
　

登
（
中
居
町
）

鳥
羽　

琴
永
（
柴
崎
町
）

野
村
美
佐
江
（
藤
岡
市
）

【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
の文字をＡ〜Ｆの順に並べて言葉を完成させてください。

モ
ウ
ス

ル

グ
ハ

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画
を
鑑

賞
す
る
こ
と

�

エ
リ
ー
ゼ

　

先
日
、
喜
劇
王
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
の
ル
ー
ツ
を
巡
る
ド

【連載39】

私
の
趣
味

私
の
趣
味

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
本
質
に
迫

る
素
晴
ら
し
い
映
画
で
し

た
。

　

そ
し
て
、
す
ぐ
に
『
独
裁

者
』
を
ビ
デ
オ
で
観
て
、
最

お
便
り

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

〈
貝
沢
町　

佐
藤
美
栄
子
〉

　

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ
の
記

事
は
生
活
の
糧
と
な
り
、
私

の
日
常
生
活
を
活
性
化
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

〈
倉
賀
野
町　

須
永　

仁
美
〉

　

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ

レ
ビ
観
戦
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ

ド
キ
感
動
‼
久
々
に
心
が
若

返
っ
た
感
覚
に
な
っ
た
。

〈
城
山
町　

渡
邉　

草
生
〉

　

二
月
は
確
定
申
告
の
月
で

す
が
、
私
は
毎
年
ほ
ぼ
確
定

申
告
を
し
ま
す
。
医
療
に
係

る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
に
よ

り
医
療
に
か
か
っ
た
金
額
や

支
払
う
税
金
の
額
等
が
具
体

的
に
実
感
で
き
ま
す
。
支

払
っ
た
税
金
が
正
し
く
使
わ

れ
て
い
る
と
良
い
の
で
す
が
。

〈
片
岡
町　

星
野　

幸
江
〉

　

お
元
気
な
組
合
員
の
皆
様

の
ご
様
子
に
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。

〈
城
山
町　

阿
部　

孝
治
〉

　

早
く
春
が
来
て
ほ
し
い
今

日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
そ
し
て

世
界
に
平
和
を
！

〈
柴
崎
町　

鳥
羽　

琴
永
〉

足
腰
の
お
と
ろ
え
を
日
に
日

に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
不

後
の
演
説
の
中
に
あ
る
「
思

想
だ
け
あ
っ
て
感
情
の
な
い

人
間
は
ダ
メ
で
あ
る
。
知
識

よ
り
思
い
や
り
こ
そ
が
必
要

で
あ
る
。
思
い
や
り
が
な
い

と
暴
力
だ
け
が
残
る
。」
こ

の
言
葉
を
新
し
い
総
理
大
臣

に
是
非
と
も
贈
っ
て
や
り
た

い
で
す
。

安
。
人
生
１
０
０
年
時
代
、

自
分
の
事
は
自
分
で
出
来
る

よ
う
頑
張
ろ
う
！

〈
上
並
榎
町　

川
嶋　

尚
武
〉

　

老
化
と
共
に
部
品
が
悪
く

な
り
閉
口
し
て
い
ま
す
。
耳

遠
く
、
目
は
ぼ
や
け
て
、
鼻

は
匂
わ
ず
。
歯
は
最
初
に
治

し
た
い
。

〈
城
山
町　

関
口　

悦
子
〉

　

去
年
40
年
ぶ
り
に
犬
を
多

頭
（
２
匹
）
に
し
ま
し
た
。

意
外
に
も
先
住
犬
が
チ
ビ
犬

を
教
え
て
楽
で
す
。
２
匹
が

主
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て

ま
す
。

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画『
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
』

を
観
て
き
ま
し
た
。

息
子
の
マ
イ
ケ
ル
・

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
父

の
ゆ
か
り
あ
る
人
物

や
場
所
を
追
い
求
め

て
世
界
各
地
に
赴
く

話
。
極
貧
の
少
年
時

代
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

を
追
放
さ
れ
ス
イ
ス

で
過
ご
し
た
晩
年
ま

で
、
映
画
の
神
様

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
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組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
本
部
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
本
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

ちょっと一言ちょっと一言ちょっと一言

りんごと白菜のごま和え

●材　料（１人分）
・りんご��� 小1/4個（50g）
・白菜����� 1/2枚（50g）
・酢�������� 大さじ１
・しょうゆ���� 小さじ1/2
・切りごま�� 小さじ１（２g）

　白菜、大根、玉ねぎなどの淡い色の野菜はカルシウムとビタミンＣ
を多く含み、血圧を安定させるのに役立ちます。食物繊維も多く、低
カロリーなので料理のボリュームアップにも活躍する食材です。
� （高崎中央病院栄養科　調理師　串田　葉月）

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

●作り方
①�りんごは皮付きのまま３㎜角
位の細切りにする。
②�白菜は３～４㎝長さの細切り
にする。
③�１、２を合わせ、混ぜ合わせ
た調味料を加えて和える。

〈１人分の栄養価〉
　52kcal.　塩分0.4ｇ

第
４
回
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

第
４
回
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

�

通
町
診
療
所

地
域
を
越
え
た
班
会

地
域
を
越
え
た
班
会

��

江
木
ゆ
る
や
か
班
会

テ
ー
マ
：

テ
ー
マ
：

手
の
汚
れ
の
確
認
を
し
て
み
よ
う

手
の
汚
れ
の
確
認
を
し
て
み
よ
う
!!!!

活
動
紹
介

　

今
回
は
お
正
月
企
画
と
し

て
１
月
29
日
に
、
初
詣
を
兼

ね
て
富
岡
市
の
一
之
宮
貫
前

神
社
を
訪
れ
ま
し
た
。
上
毛

か
る
た
に
も
詠
ま
れ
て
い
る

由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

　

石
段
を
下
っ
て
本
殿
へ
向

か
う
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

下
り
参
道
や
、
長
い
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
社
殿
に
触
れ
な

が
ら
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

新
年
の
思
い
を
胸
に
静
か
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
拝
後
は
、
富
岡
市
社
会

教
育
館
に
も
足
を
運
び
ま
し

た
。
職
員
の
方
が
大
変
丁
寧

に
解
説
し
て
く
だ
さ
り
、
一

　

江
木
ゆ
る
や
か
班
会
は
第

１
・
第
３
金
曜
日
に
ふ
れ
あ

つ
ひ
と
つ
の
お
話
か
ら
富
岡

の
歴
史
や
文
化
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

温
か
い
ご
案
内
の
お
か
げ

で
、
よ
り
深
く
学
ぶ
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
趣
の
あ
る
建

物
も
印
象
的
で
、「
ま
た
ゆ
っ

く
り
訪
れ
た
い
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
と
学
び
に
触
れ
な
が

ら
、
地
域
の
魅
力
を
あ
ら
た

め
て
実
感
す
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
歩

い
て
・
見
て
・
感
じ
る
「
ふ

る
さ
と
の
散
歩
道
」
を
大
切

に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
通
町
診
療
所
を

会
場
に
隔
月
（
第
３
水
曜

日
）
で
開
催
し
て
い
る
お

し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
も
１
月
21

日
で
第
４
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
は

昨
年
度
、
会
場
を
あ
す
な
ろ

カ
フ
ェ
か
ら
通
町
診
療
所
へ

と
移
し
、
心
機
一
転
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。昨
年
度
は
、

よ
り
参
加
者
の
方
が
足
を
運

び
や
す
い
よ
う
に
と
会
場
を

移
し
、
今
年
度
は
よ
り
活
発

な
交
流
の
場
に
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
「
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
講
話
や
体
験
を
交
え

て
」の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
行
わ
れ
た
第
４
回

は
、
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
を

保
健
所
よ
り
お
借
り
し
、
実

際
に
自
分
の
手
洗
い
を
見
つ

め
直
す
体
験
を
メ
イ
ン
と
し

た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
参
加
し
て
頂
い

た
参
加
者
の
方
か
ら
は
、

「
き
ゃ
ー
ー
、
こ
ん
な
に
汚

い
の
!?
」
と
言
っ
た
驚
き
の

声
や
、「
こ
れ
か
ら
は
、
気

を
付
け
て
生
活
し
な
き
ゃ

ね
。」
な
ど
と
い
っ
た
実
感

第
48
回 

ふ
る
さ
と
の
散
歩
道

貫
前
神
社
と
富
岡
の
社
会
教
育
館
を
訪
ね
て

を
伴
っ
た
言
葉
が
自
然
と
漏

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
、
手
を
覗
き
込
ん
だ
り
、

〇
〇
さ
ん
は
手
洗
い
が
上
手

な
ど
と
和
気
あ
い
あ
い
と
交

流
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら

れ
、
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
の

目
指
し
て
き
た
姿
が
見
ら
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
色
々

と
学
べ
て
本
当
に
良
か
っ

た
。」
や
「
初
め
て
参
加
し

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。」
と

言
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
こ
ち

ら
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
３
月
18
日
（
水
）、

次
々
回
は
５
月
20
日
の
予
定

で
す
。
有
意
義
な
時
間
と
な

る
よ
う
準
備
中
で
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
!!
た
く
さ
ん
の

方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

い
会
館
で
、
様
々
な
地
域
か

ら
参
加
し
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
20
日
は
新
し
い
仲
間

も
増
え
、
紙
芝
居
・
体
操
・

歌
な
ど
に
加
え
自
転
車
の
法

改
正
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
自
動
車
に
乗
る
人
、
自

転
車
に
乗
る
人
、
歩
行
者
そ

れ
ぞ
れ
の
安
全
の
た
め
に
真

剣
に
資
料
を
読
む
姿
に
敬
服

し
ま
し
た
。

新規加入時の大腸がん検査キットの配布を廃止します
　新規加入の際に無料で希望者にお渡ししていた大腸がん検査キットの
配布を取りやめます。
　組合員になっていただくことで、大腸がん検診を含む健康診断や予防
接種をお得な組合員価格で受けられますので、ぜひご活用ください。
　まだお手元にお持ちの方は、３月中に提出してください。

問い合わせ先　組合員活動部 027‐323‐2762

第50回 ふるさとの散歩道 『三ツ寺公園 お花見』
―咲き誇る桜の下、静かに春を味わうひととき―
水面にゆれる淡いさくら色と、やわらかな風に包まれる三ツ寺公園で、ゆった
りと季節の移ろいを感じてみませんか。
花びらが舞い、時が少しゆるむような、心ほどける春の時間へ。

日時：４月９日（木）午前８時20分集合
集合場所：ふれあい会館前 　　参加費：無料
※バス代（片道640円）は自己負担となります。
行き：中央病院入口８：41発→高崎駅９：25発→新田９：50着
帰り：三ツ寺14：11発→高崎駅15：00発→中央病院入口15：09着（予定）
コース（予定）：お花見を中心に三ツ寺公園内を散策。
※�少雨決行、荒天中止。定員15名（申し込み順）、申し込みが５名以下の場合

は中止します。
【大切なお知らせ】
　今回は「お花見」ですので、昼食は各自ご持参ください。
　公園内で桜を楽しみながら、持参したお弁当をいただく予定です。
　飲み物も忘れずにご用意ください。
※寒さ・暑さ対策もお願いいたします。
※バス利用です。乗り遅れないようにお気をつけください。
申込期限：４月７日（火）
お申込み・お問い合わせ先：組合員活動部（三神）電話027（323）2762

―あわせてご案内―
７月には「上州歴史散歩」として “足尾銅山” を訪れる企画を現在準備・調
整中です。詳細が決まり次第あらためてご案内いたしますので、どうぞ楽し
みにお待ちください。


